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事業の概要 

事業名 
新潟市実証実験プロジェクト事業補助金(実証プロジェクト補助金) 

「IoT機器を活用したビル内の管路監視サービス」

事業内容・

イメージ図 

◇事業内容： 

 商業施設・総合ビルなどに敷設されている管路を流れる上水道の状態を連

続監視するセンサーを搭載した IoT 機器、及び収集データを蓄積するクラウ

ド、及び表示用のブラウザの開発によって、日常的な管路監視の実現を目指

します 



実証方法 
明和工業(株)本社敷地内(新潟市西蒲区)の水道用建築配管に IoT機器を設置し、IoT 機

器で取得してクラウドで蓄積されたデータをブラウザ上で表示できることを確認する 

達成目標 IoT 機器が取得した管路データを遠隔地でブラウザ上に表示できれば達成 



2.事業計画

実施 

スケジュール

事業期間：平成３０年１０月３０日～令和２年２月２８日 

・試作検証：平成３０年１０月～令和元年１０月 

・実証機器及びブラウザ設計製作：令和元年９月～令和元年１月 

・実証実験：令和２年２月 

実証結果 

図１ 明和工業(株)敷地内水道用建築配管での IoT 機器(センサー)設置及び測定状況 

図２ 明和工業(株)敷地内水道用建築配管での IoT 機器(送信器)設置状況 



図３ IoT 機器取得管路データのブラウザ表示例 

成果と課題 ◆成果 

  当初達成目標通り、IoT 機器が取得した管路データを遠隔地でブラウザ上に 

 表示できることが確認できた 

◆課題 

〇IoT 機器構成の最適化 

 (1)実証実験段階であるため、IoT 機器のセットアップが一つの機器に集約されて 

おらず煩雑化している 

 ⇒対策 

  機器製造メーカーと技術協力を結び、IoT 機器セットアップの簡素化を図る 

(2)センサーが取得したデータを送信器で受信できるようにデータ形式を変更する必要 

  があり、データの送受信において作業が煩雑になっている 

 ⇒対策 

  出力形式の変更または送信器に変換器機能を付帯させる 

今後の展開  ◇IoT 機器構成の最適化 

 ◇採用実績の創出 


